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 博士論文題目  右副腎静脈イメージング CTにおける造影剤を減量した低電圧撮影法の 
                 画質及び被曝線量の検討                                               
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 【目的】副腎静脈サンプリングは原発性アルドステロン症の手術適応を決定するために重要な検査である。
当科ではダイナミック造影 CTを術前に施行し、右副腎静脈の形態を把握することで高いサンプリング成功率
を収めている。しかし良性疾患であることに加え比較的若い患者も多く、腎障害を合併していることも多いこ
とから、被曝線量と造影剤投与量は可能な限り抑えることが望ましい。被曝線量を抑える方法として低電圧撮
影法があり、この撮影法ではヨードの X 線吸収値が増加することから造影剤を減量する手法としても注目さ
れている。また、低電圧撮影法では画像ノイズが増加し画質が低下するが、画像再構成に逐次近似再構成法を
用いることで画質の低下を抑えることができる。この手法は動脈系や実質臓器などの評価にすでに応用されて
おり、造影剤投与量・被曝線量を抑えながら従来の撮影法と遜色ない診断能が得られるとの報告が数多くなさ
れている。一方、右副腎静脈のような細径の静脈の評価については報告がない。本研究では従来の撮影法と造
影剤を減量した低電圧撮影法の画質と右副腎静脈の描出率を比較し、低電圧撮影法が副腎静脈の描出において
も有用であることを前方視的に検証した。 
【対象と方法】原発性アルドステロン症の診断もしくは疑いで副腎精査目的のダイナミック CTを施行された
患者のうち、研究参加の同意が得られた 120名を対象とした。患者は造影剤投与量 600mgI/kg、管電圧 120kVp
のプロトコール（600-120 群：従来法）、造影剤投与量 600mgI/kg、管電圧 80kVp のプロトコール（600-80
群）、造影剤投与量 360mgI/kg、管電圧 80kVp のプロトコール（360-80 群）の３つのグループに無作為的に
40 人ずつ振り分けた。低電圧撮影法では画像再構成に逐次近似再構成法を用いた。画質の評価として右副腎
静脈のシグナルノイズ比（SNR）、コントラストノイズ比（CNR）を測定した。被曝線量の評価には体格特異
的線量推定（SSDE）を求めた。右副腎静脈の描出は 3名の放射線科医の合議による 4段階評価で評価した。 
【結果】右副腎静脈の描出率は 600-120 群で 95%、600-80 群で 97.2%、360-80 群で 97.3%であり有意差は
なかった。視覚評価の 4段階評価の点数も 3群に有意差は見られなかった。600-120群と 360-80群で SNR、
CNRに有意差はなかったが、SSDE は 360-80群で有意に低下していた。 
【結論】逐次近似再構成法を用いた造影剤減量低電圧撮影は、従来法と比較し遜色ない右副腎静脈の描出が得
られ、19%の SSDE の低下が得られた。低電圧撮影法は右副腎静脈のような細径の静脈においても有用であ
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ると考えられた。 
